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「高齢者等の見守り活動に関する協定」を締結しました。
　８月２４日、市内の山陰中央新報販売店と、出雲市、出雲市社会福祉協議会、出雲警察署の
4者で「高齢者等の見守り活動に関する協定」を締結しました。
　本協定の狙いは、高齢化や単身世帯の増加に伴う「社会的孤立」を防ぎ、地域全体で生命と
暮らしを守る強固なセーフティネットを構築することにあります。

　配達員が「ポストに数日分の新聞がたまっている」な
ど異変を察知し、安否が確認できない場合、即座に協
定先へ一報が入る体制を敷きます。通報を受けた機関は、ただちに現地での安
否確認や状況把握を行い、必要な医療・介護・福祉サービスへとつなぎます。
　本協定により、行政の力だけでは網羅しきれない「民間の目」と、警察・社協・
市の「専門機能」をダイレクトに結ぶことで、孤立死などを未然に防ぐことが可
能となります。今後も、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを
推進していきます。

出雲市フレンドシップ事業・出雲市中学生サミットを開催しました。
　７月３１日、市内公立中学校から２８人の中学生が参加し、「出雲市フレンドシップ事業」
と「出雲市中学生サミット」を開催しました。
　午前中の「出雲市フレンドシップ事業」では、生徒がいじめのない明るい学校・出雲
市を主体的につくっていくために「出雲市フレンドシップ宣言2026」を作成し、議場に

おいて宣言文を決議しました。
　また、午後から開催した「出雲市中
学生サミット」では、生徒が出雲市総合振興計画「出雲新話2030」に示
されている「2030に向けての11の課題」の解決に向け、市政に期待し
たいことや中学生としてできることを話し合いました。発表の際は、多く
の市職員も熱心に聞き入り、最後に飯塚市長が講評を述べました。協働
的な活動の中で、生徒は、市政や地域の活動に主体的に関わろうとする
意欲をより高めることができました。

囲碁の全国大会　個人戦：優勝　団体戦：第３位　の快挙！
　８月２５日、７月に東京都内で開催された「第１９回文部科学大臣杯小・中学校囲碁団体戦」、「第４７回文部科学大臣杯
少年少女囲碁大会」に出場された、出雲市立第二中学校の森達輝さん（３年）、岸愛奈さん（３年生）、和多田光流さん
（２年生）が市役所を訪問し、全国大会の結果を報告しました。
　団体戦では、３人が力を合わせ全国の強豪校に勝利して≪第３位≫、個人戦
では森さんが≪優勝≫という素晴らしい成績を収められました。
　「全国大会は強い人が多く、とても勉強になった。」「高校生になっても囲碁
を続けていきたい。」など、３人からの大会の感想や今後の意気込みを受け、
飯塚市長と杉谷教育長は生徒たちの全国大会での活躍とこれまでの努力を
たたえるとともに、今後のさらなる飛躍にエールを送りました。
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